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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　開口部を有する本体と、
　前記本体の前記開口部に移動可能に設けられる遮蔽ユニットと、
　前記本体に設けられ、かつ、前記遮蔽ユニットの左右方向の一側に位置して設けられ、
第１位置決めユニットと、第２位置決めユニットとを有し、前記第１位置決めユニットと
前記第２位置決めユニットは、いずれも第１エリアと、第２エリアと、第３エリアとを含
み、前記第２エリアの高さが、前記第１エリアの高さより高く、かつ、前記第３エリアの
高さより低い固定板と、
　第１当接部を有し、回転自在に貫通して前記固定板に設けられる第１回転部材と、
　前記本体に設けられ、かつ、前記第１回転部材に接続されることにより前記第１回転部
材を駆動して回転させる第１駆動部材と、
　前記第１駆動部材と前記第１回転部材との間に当接され、前記第１回転部材が回転する
際に弾性変形することにより前記第１当接部を前記第１エリア、前記第２エリア及び前記
第３エリアのいずれかに当接させる第１弾性部材と、
　第２当接部を有し、回転自在に貫通して前記固定板に設けられる第２回転部材と、
　前記本体に設けられ、前記第２回転部材に接続されることにより前記第２回転部材を駆
動して回転させる第２駆動部材と、
　前記第２駆動部材と前記第２回転部材との間に当接され、前記第２回転部材が回転する
際に弾性変形することにより、前記第２当接部を前記第１エリア、前記第２エリア及び前
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記第３エリアのいずれかに当接させる第２弾性部材と、を備える空調装置であって、
　前記第１当接部が前記第１位置決めユニットの前記第２エリア内に当接され、かつ、前
記第２当接部が前記第２位置決めユニットの前記第２エリア内に当接される際には、前記
第１回転部材と前記第２回転部材は、それぞれ前記遮蔽ユニットの前後方向の両側部に固
定されると共に、前記遮蔽ユニットが前記開口部を遮蔽し、
　前記第１当接部が前記第１位置決めユニットの前記第１エリア内に当接され、かつ、前
記第２当接部が前記第２位置決めユニットの前記第３エリア内に当接される際には、前記
第２回転部材が前記遮蔽ユニットから離脱し、前記第１回転部材が前記遮蔽ユニットの前
後方向の一側部に固定されると共に、第１方向に沿って前記遮蔽ユニットを連動回転させ
、前記開口部を露出させ、
　前記第１当接部が前記第１位置決めユニットの前記第３エリア内に当接され、かつ、前
記第２当接部が前記第２位置決めユニットの前記第１エリア内に当接される際に、前記第
１回転部材が前記遮蔽ユニットから離脱し、前記第２回転部材が前記遮蔽ユニットの前後
方向の他側部に固定されると共に、第２方向に沿って前記遮蔽ユニットを連動回転させ前
記開口部を露出させる、ことを特徴とする空調装置。
【請求項２】
　前記遮蔽ユニットは、遮蔽板と、第１軸体と、第２軸体とを有し、前記第１軸体と前記
第２軸体は、それぞれ前記遮蔽板に移動可能に貫通して設けられる、ことを特徴とする請
求項１に記載の空調装置。
【請求項３】
　前記遮蔽板は、複数の第１突出部と、複数の第２突出部とを有し、前記第１軸体が、前
記複数の第１突出部に移動可能に貫通して設けられ、前記第２軸体が前記複数の第２突出
部に移動可能に貫通して設けられる、ことを特徴とする請求項２に記載の空調装置。
【請求項４】
　前記第１回転部材が、さらに第１接続部を有し、前記第２回転部材が、さらに第２接続
部を有し、前記本体が、さらに第１受容孔と、第２受容孔と、第１弾性部と、第２弾性部
とを有し、前記第１弾性部が前記第１受容孔内に設けられ、前記第２弾性部が前記第２受
容孔内に設けられ、前記第１接続部が前記第１軸体の一端に当接されると共に、前記第１
軸体の他端を押し動かして前記第１受容孔に進入し、前記第１弾性部に当接され、前記第
２接続部が前記第２軸体の一端に当接されると共に、前記第２軸体の他端を押し動かして
前記第２受容孔に進入し、前記第２弾性部に当接される、ことを特徴とする請求項２に記
載の空調装置。
【請求項５】
　前記遮蔽ユニットの前記遮蔽板は、その配置方向が前記固定板の配置方向と直交状態に
配置される、ことを特徴とする請求項２に記載の空調装置。
【請求項６】
　前記第１弾性部材と前記第２弾性部材は、バネである、ことを特徴とする請求項１に記
載の空調装置。
【請求項７】
　前記第１駆動部材と前記第２駆動部材は、電動機である、ことを特徴とする請求項１に
記載の空調装置。
【請求項８】
　前記第２回転部材が、前記遮蔽ユニットから離脱し、かつ、前記第１回転部材が前記遮
蔽ユニットの前後方向の一側部に固定される場合に、前記第１回転部材が前記第１方向に
沿って前記遮蔽ユニットを連動回転させる範囲は、０～９０度である、ことを特徴とする
請求項１に記載の空調装置。
【請求項９】
　前記第１回転部材が前記遮蔽ユニットから離脱し、かつ、前記第２回転部材が前記遮蔽
ユニットの前後方向の他側部に固定される場合に、前記第２回転部材が前記第２方向に沿
って前記遮蔽ユニットを連動回転させる範囲は、０～４５度である、ことを特徴とする請
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求項１に記載の空調装置。
【請求項１０】
　前記第１方向と前記第２方向は、互いに逆方向である、ことを特徴とする請求項１に記
載の空調装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、空調装置に関し、とくに、二つの軸体を切り替えることにより吹出口を調節
する空調装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　現在、空調は日常生活に広く使用されている。空気の熱膨張効果によって、暖かい空気
は冷たい空気に比べ密度が小さく、比重も小さいため、暖かい空気は上昇し、冷たい空気
は下降する。従って、室温を高めようとする場合、空調が下に向って温風を送り、温風の
上昇によって冷気が排除されることによって、全体的に室温を上昇させる。一方、室温を
下げようとする場合、空調が上に向って冷風を送り、暖かい空気が排除されることによっ
て、全体的に室温を下げる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、現在使われている空調は、吹出口板に設けられた中間回転軸のみによっ
て送風方向を調整するため、温風や冷風を吹き出す際に、温風や冷風が漏洩するという問
題点があり、空調の効率を低下させるという欠点があった。
【０００４】
　本発明は、上記従来技術の欠点を解決するためになされたものであり、従来の技術を改
善し、二つの軸体を切り替えることにより吹出口を調節する空調装置を提供することを目
的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記目的を達成するために、本発明に係わる空調装置は、本体と、遮蔽ユニットと、固
定板と、第１回転部材と、第１駆動部材と、第１弾性部材と、第２回転部材と、第２駆動
部材と、第２弾性部材とを備える。本体は、開口部を有する。遮蔽ユニットは、本体の開
口部に移動可能に設けられる。固定板は、本体に設けられ、かつ、遮蔽ユニットの左右方
向の一側に位置する。固定板は、第１位置決めユニットと、第２位置決めユニットと、を
有する。第１位置決めユニットと第２位置決めユニットは、共に第１エリアと、第２エリ
アと、第３エリアと、を有し、第２エリアの高さは第１エリアの高さより高く、かつ、第
３エリアの高さより低い。第１回転部材は、第１当接部を有し、回転自在に貫通して固定
板に設けられる。第１駆動部材は、本体に設けられ、かつ、第１回転部材に接続されるこ
とにより、第１回転部材を駆動して回転させる。第１弾性部材は、第１駆動部材と第１回
転部材との間に弾接される。第１回転部材が回転すると、第１弾性部材が変形して、第１
当接部を第１エリア、第２エリアまたは第３エリアに当接させる。第２回転部材は、第２
当接部を有し、回転自在に貫通して固定板に設けられる。第２駆動部材は、本体に設けら
れ、かつ、第２回転部材に接続されることにより、第２回転部材を駆動して回転させる。
第２弾性部材は、第２駆動部材と第２回転部材との間に弾接される。第２回転部材が回転
すると、第２弾性部材が変形して、第２当接部を第１エリア、第２エリアまたは第３エリ
アに当接させる。第１当接部が第１位置決めユニットの第２エリア内に当接され、かつ、
第２当接部が第２位置決めユニットの第２エリア内に当接されると、第１回転部材と第２
回転部材は、遮蔽ユニットの前後方向の両側部にそれぞれ固定され、かつ、ユニット遮蔽
開口部を遮蔽する。第１当接部が第１位置決めユニットの第１エリア内に当接され、かつ
、第２当接部が第２位置決めユニットの第３エリア内に当接されると、第２回転部材が遮
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蔽ユニットから離脱し、第１回転部材が遮蔽ユニットの前後方向の一側部を固定すると共
に、第１方向に沿って、遮蔽ユニットを連動回転させ、開口部を露出させる。第１当接部
が第１位置決めユニットの第３エリア内に当接され、かつ、第２当接部が第２位置決めユ
ニットの第１エリア内に当接されると、第１回転部材が遮蔽ユニットから離脱し、第２回
転部材が固定遮蔽ユニットの前後方向の他側部を固定すると共に、第２方向に沿って、遮
蔽ユニットを連動回転させ、開口部を露出させる。
【０００６】
　本発明の好適な実施例において、遮蔽ユニットは、遮蔽板と、第１軸体と、第２軸体と
、を有する。第１軸体と第２軸体は、それぞれ移動可能に貫通して遮蔽板に設けられる。
【０００７】
　本発明の好適な実施例において、遮蔽板は、複数の第１突出部と、複数の第２突出部と
を有する。第１軸体は、移動可能に貫通して前記複数の第１突出部に設けられ、第２軸体
は、移動可能に貫通して前記複数の第２突出部に設けられる。
【０００８】
　本発明の好適な実施例において、第１回転部材は、さらに、第１接続部を有し、第２回
転部材は、さらに、第２接続部を有する。本体は、さらに、第１受容孔と、第２受容孔と
、第１弾性部と、第２弾性部とを、有する。第１弾性部は、第１受容孔内に設けられ、第
２弾性部が第２受容孔内に設けられる。第１接続部は、第１軸体の一端に当接されると共
に、第１軸体の他端を押し動かして第１受容孔に進入させ、第１弾性部に当接される。第
２接続部は、第２軸体の一端に当接されると共に、第２軸体の他端を押し動かして第２受
容孔に進入させ、第２弾性部に当接される。
【０００９】
　本発明の好適な実施例において、遮蔽ユニットの遮蔽板は、その配置方向が固定板の配
置方向に対し直交状態となる。
【００１０】
　本発明の好適な実施例において、第１弾性部材と第２弾性部材は、バネである。
【００１１】
　本発明の好適な実施例において、第１駆動部材と第２駆動部材は、電動機である。
【００１２】
　本発明の好適な実施例において、第２回転部材が遮蔽ユニットから離脱し、かつ、第１
回転部材が遮蔽ユニットの前後方向の一側部に固定される場合の、第１回転部材が第１方
向に沿って遮蔽ユニットを連動回転させる範囲は、０～９０度である。
【００１３】
　本発明の好適な実施例において、第１回転部材が遮蔽ユニットから離脱し、かつ、第２
回転部材が遮蔽ユニットの前後方向の他側部に固定される場合の、第２回転部材が第２方
向に沿って遮蔽ユニットを連動回転させる範囲は、０～４５度である。
【００１４】
　本発明の好適な実施例において、第１方向と第２方向は、互いに逆方向である。
【００１５】
　このように、本発明に係わる空調装置は、第１駆動部材と第２駆動部材が第１方向また
は第２方向に沿って遮蔽ユニットを連動回転させることによって、空調装置が暖房運転モ
ード時と冷房運転モード時に異なる送風方向と送風角度を有する。このため、遮蔽ユニッ
トの送風過程における漏洩を回避すると共に、空調装置の暖房運転モード時と冷房運転モ
ード時の効率を向上させる。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明に係わる空調装置は、第１駆動部材と第２駆動部材が第１方向または第２方向に
沿って遮蔽ユニットを連動回転させることによって、空調装置が暖房運転モード時と冷房
運転モード時に異なる送風方向と送風角度を有する。このため、遮蔽ユニットの送風過程
における漏洩を回避すると共に、空調装置の暖房運転モード時と冷房運転モード時の効率
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を向上させる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の好適な実施例における空調装置を示す斜視図である。
【図２】図１の領域Rを示す拡大図である。
【図３】本発明の好適な実施例における空調装置の一部を示す斜視図である。
【図４】本発明の好適な実施例における空調装置の部分的動作を示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、図面を参照しながら、本発明の好適な実施例における空調装置について説明する
。
【００１９】
　図１は、本発明の好適な実施例における空調装置を示す斜視図である。図２は、図１の
領域Rを示す拡大図である。図３は、本発明の好適な実施例における空調装置の一部を示
す斜視図である。以下、図１、図２及び図３を参照しながら、本発明の好適な実施例を説
明する。
【００２０】
　本実施例に係る空調装置１は、本体１０と、遮蔽ユニット１１と、固定板１２と、第１
回転部材１３と、第２回転部材１４と、第１駆動部材１５と、第２駆動部材１６と、第１
弾性部材１７と、第２弾性部材１８とを備える。
【００２１】
　本実施例において、図１に示すように、本体１０は、開口部１００を有する。遮蔽ユニ
ット１１は、本体１０の開口部１００に移動可能に設けられる。固定板１２は、本体１０
に設けられると共に、遮蔽ユニット１１の左右方向の一側に位置する。具体的には、固定
板１２は、本体１０内に設けられると共に、遮蔽ユニット１１によって遮蔽される。また
、図２に示すように、第１回転部材１３と第２回転部材１４は、それぞれ回転自在に貫通
して固定板１２に設けられる。第１駆動部材１５と第２駆動部材１６は、それぞれ本体１
０に設けられると共に、第１回転部材１３と第２回転部材１４に接続される。第１弾性部
材１７は、第１駆動部材１５と第１回転部材１３の間に弾接され、第２弾性部材１８は、
第２駆動部材１６と第２回転部材１４の間に弾接される。
【００２２】
　本実施例において、図１に示すように、本体１０は、さらに、第１受容孔１０１と、第
２受容孔１０２と、第１弾性部１０３と、第２弾性部１０４とを有する。第１弾性部１０
３は、第１受容孔１０１内に設けられ、第２弾性部１０４は、第２受容孔１０２内に設け
られる。ここで、第１弾性部１０３と第２弾性部１０４は、バネであることが好ましい。
しかしながら、本発明は、これに限らず、ほかの実施例において、第１弾性部１０３と第
２弾性部１０４は、例えば弾性シートであってもよい。
【００２３】
　本実施例において、図１に示すように、遮蔽ユニット１１は、遮蔽板１１０と、第１軸
体１１１と、第２軸体１１２とを有する。第１軸体１１１と第２軸体１１２は、それぞれ
移動可能に貫通して遮蔽板１１０に設けられる。このうち、第１軸体１１１と第２軸体１
１２は、それぞれ本体１０の第１受容孔１０１と第２受容孔１０２に対応して位置するこ
とにより、第１受容孔１０１と第２受容孔１０２からそれぞれ進出する。さらに、第１軸
体１１１は、第１受容孔１０１内に位置する場合に第１弾性部１０３に当接されるが、第
２軸体１１２は、第２受容孔１０２内に位置する場合に、第２弾性部１０４に当接される
。これにより、外力が消えると、第１軸体１１１と第２軸体１１２は、第１弾性部１０３
と第２弾性部１０４の作用でそれぞれ第１受容孔１０１と第２受容孔１０２から退出する
ことができる。
【００２４】
　本実施例において、図１に示すように、遮蔽板１１０は、複数の第１突出部１１０１と
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複数の第２突出部１１０２を含む。第１軸体１１１は、移動可能に貫通して前記複数の第
１突出部１１０１に設けられ、第２軸体１１２は、移動可能に貫通して前記複数の第２突
出部１１０２に設けられる。ここで、第１突出部１１０１と第２突出部１１０２の数は、
共に三つであり、遮蔽板１１０の両側に平均的に分布される。しかし、本発明において、
第１突出部１１０１と第２突出部１１０２の数は限定されていない。また、他の実施例に
おいて、第１突出部１１０１と第２突出部１１０２を設けずに、遮蔽板１１０の対向する
両端にそれぞれ通過孔を設けることにより、第１軸体１１１と第２軸体１１２を通過させ
ることもできる。
【００２５】
　本実施例において、図１に示すように、固定板１２と遮蔽板１１０は、共に平板状であ
り、かつ、固定板１２の配置方向は遮蔽板１１０の配置方向と直交状態に配置される。し
かし、本発明は、これに限らず、図２に示すように、固定板１２は、二つの貫通孔１２０
と、第１位置決めユニット１２１と、第２位置決めユニット１２２とを有することもでき
る。ここで、二つの貫通孔１２０は、それぞれ第１軸体１１１と第２軸体１１２の高さに
対応して設けられる。
【００２６】
　本実施例において、図２に示すように、第１位置決めユニット１２１は、第１エリア１
２１１と、第２エリア１２１２と第３エリア１２１３とを有し、第２位置決めユニット１
２２は、第１エリア１２２１と、第２エリア１２２２と、第３エリア１２２３とを有する
。このうち、第１位置決めユニット１２１の第２エリア１２１２の高さは、第１エリア１
２１１の高さより高く、かつ、第３エリア１２１３の高さより低い。第２位置決めユニッ
ト１２２の第２エリア１２２２の高さは、第１エリア１２２１の高さより高く、かつ、第
３エリア１２２３の高さより低い。ここで、第１位置決めユニット１２１は、第２位置決
めユニット１２２と同じ構成であることが好ましい。第１エリア１２１１、１２２１は、
固定板１２の表面であることが好ましい。第２エリア１２１２、１２２２と第３エリア１
２１３、１２２３は、固定板１２の表面から突出する突出物であることが好ましい。また
、第１位置決めユニット１２１と第２位置決めユニット１２２の数は、共に二つである。
しかも、二つの第１位置決めユニット１２１は、一つの貫通孔１２０を中心として対称に
設けられるが、二つの第２位置決めユニット１２２は、もう一つの貫通孔１２０を中心と
して対称に設けられる。しかしながら、本発明は、これに限らず、他の実施例において、
固定板１２は、一つの第１位置決めユニット１２１と、一つの第２位置決めユニット１２
２とをのみ有することも可能であり、この場合に、第１位置決めユニット１２１と第２位
置決めユニット１２２が、それぞれ連続的な曲面を呈する。
【００２７】
　本実施例において、図２に示すように、第１回転部材１３は、第１貫通孔１３１と、第
１当接部１３２と、第１接続部１３３とを有し、第２回転部材１４は、第２貫通孔１４１
と、第２当接部１４２と、第２接続部１４３と、を有する。このうち、第１回転部材１３
の第１接続部１３３と第２回転部材１４の第２接続部１４３は、それぞれ固定板１２の貫
通孔１２０を貫通すると共に、それぞれ第１軸体１１１と第２軸体１１２の一端に当接さ
れることができる。第１回転部材１３の第１当接部１３２は、固定板１２の第１位置決め
ユニット１２１に当接され、第２回転部材１４の第２当接部１４２は、固定板１２の第２
位置決めユニット１２２に当接される。なお、ここで、第１回転部材１３と第２回転部材
１４は共にT字形であるが、本発明はこれに限るものではない。
【００２８】
　第１回転部材１３の回転過程を例にすると、第１回転部材１３が回転する時、第１当接
部１３２は、固定板１２の第１位置決めユニット１２１上の位置を変更することにより、
第１回転部材１３が貫通孔１２０を貫通する長さを変化させる。本実施例において、第１
当接部１３２が第１位置決めユニット１２１の第１エリア１２１１と第２エリア１２１２
内に当接される時、第１回転部材１３は、遮蔽ユニット１１の前後方向の一側部に固定さ
れることができる。具体的には、図３に示すように、第１接続部１３３は、遮蔽板１１０
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の第１突出部１１０１に進入して、第１突出部１１０１内に位置する第１軸体１１１を押
し動かすことにより、第１軸体１１１の左右方向の一端に当接される。これにより、第１
軸体１１１の他端が第１接続部１３３の押圧により、本体１０の第１受容孔１０１に進入
して、第１弾性部１０３に当接される。第１当接部１３２が第１位置決めユニット１２１
の第３エリア１２１３内に当接されると、第１接続部１３３が第１突出部１１０１から退
出し、第１軸体１１１も第１弾性部１０３の弾力作用によって、第１受容孔１０１から、
本体１０からの離脱を可能にする。
【００２９】
　このうち、第１当接部１３２と第２当接部１４２を、それぞれ第１位置決めユニット１
２１と第２位置決めユニット１２２との三つエリア内でスムーズに移動させるために、第
１位置決めユニット１２１と第２位置決めユニット１２２の三つのエリアの間を斜面で接
続し、かつ、第１当接部１３２と第１位置決めユニット１２１との接触面及び、第２当接
部１４２と第２位置決めユニット１２２との接触面を共に円弧面にする。しかし、本発明
は、これに限るものではない。
【００３０】
　本実施例において、図２に示すように、第１駆動部材１５は、第１ロッド体１５１を有
し、第２駆動部材１６は、第２ロッド体１６１を有する。第１弾性部材１７は、第１ロッ
ド体１５１に取り付けられ、かつ、第１ロッド体１５１の一端が第１回転部材１３の第１
貫通孔１３１の中に位置する。これにより、第１弾性部材１７が第１回転部材１３と第１
駆動部材１５との間に弾接される。第２弾性部材１８は、第２ロッド体１６１に取り付け
られ、かつ、第２ロッド体１６１の一端が第２回転部材１４の第２貫通孔１４１中に位置
する。これにより、第２弾性部材１８が第２回転部材１４と第２駆動部材１６との間に弾
接される。
【００３１】
　また、本実施例において、第１駆動部材１５と第２駆動部材１６は、共に電動機である
。これにより、第１駆動部材１５は第１回転部材１３を駆動回転させ、第２駆動部材１６
は、第２回転部材１４を駆動回転させる。第１回転部材１３が回転する際に、第１弾性部
材１７が弾性変形することにより、第１回転部材１３の第１当接部１３２を第１エリア１
２１１、第２エリア１２１２または第３エリア１２１３に当接させる。同様に、第２回転
部材１４が回転する際に、第２弾性部材１８が弾性変形することにより、第２回転部材１
４の第２当接部１４２を第１エリア１２２１、第２エリア１２２２または第３エリア１２
２３に当接させる。ここで、第１弾性部材１７と第２弾性部材１８は、共にバネであるが
、本発明は、これに限らず、他の実施例において、第１駆動部材１５と第２駆動部材１６
は、他の駆動裝置であってもよい。また、第１弾性部材１７と第２弾性部材１８は、弾性
シートのような他の弾性素子でもよい。
【００３２】
　図４は、本発明の好適な実施例における空調装置の部分動作を示す図である。以下、図
１～図４を参照しながら、空調装置１の作動過程を具体的に説明する。
【００３３】
　本実施例において、第１駆動部材１５が、第１当接部１３２が第１位置決めユニット１
２１の第２エリア１２１２内に当接するまで、第１回転部材１３を駆動回転させ、かつ、
第２駆動部材１６が、第２当接部１４２が第２位置決めユニット１２２の第２エリア１２
２２内に当接するまで、第２回転部材１４を駆動回転させる時、第１回転部材１３と第２
回転部材１４は、それぞれ遮蔽ユニット１１の前後方向の両側部に固定されると共に、遮
蔽ユニット１１の開口部１００を遮蔽する。この時、空調装置１は、非送風状態にある。
【００３４】
　具体的には、この時、第１回転部材１３の第１接続部１３３は、第１軸体１１１の一端
に当接されると共に、第１軸体１１１の他端を押し動かして第１受容孔１０１に進入しな
がら第１弾性部１０３に当接される。第２回転部材１４の第２接続部１４３は、第２軸体
１１２の一端に当接されると共に、第２軸体１１２の他端を押し動かして第２受容孔１０
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２に進入しながら第２弾性部１０４に当接される。このようにして、第１回転部材１３と
第２回転部材１４は、遮蔽ユニット１１を本体１０に固定する。
【００３５】
　本実施例において、第１駆動部材１５は、第１当接部１３２が第１位置決めユニット１
２１の第１エリア１２１１内に当接するまで、第１回転部材１３を駆動回転させ、かつ、
第２駆動部材１６が、第２当接部１４２が第２位置決めユニット１２２の第３エリア１２
２３内に当接するまで、第２回転部材１４を駆動回転させる時、第２回転部材１４は、遮
蔽ユニット１１から離脱し、第１回転部材１３は、遮蔽ユニット１１の前後方向の一側部
を固定すると共に、第１方向D１に沿って遮蔽ユニット１１を連動回転させ、本体１０の
開口部１００から露出させる。この時、空調装置１は、暖房運転モードにある。すなわち
、図４に示すように。空調装置１は、第１方向D１に沿って、遮蔽ユニット１１の遮蔽板
１１０を打開し、開口部１００から露出し、温風を送出する。
【００３６】
　具体的には、この時、第１回転部材１３の第１接続部１３３は、第１軸体１１１の一端
に当接されると共に、第１軸体１１１の他端を押し動かして第１受容孔１０１に進入させ
ながら第１弾性部１０３に当接される。このうち、第１位置決めユニット１２１の第２エ
リア１２１２の高さは、第１エリア１２１１の高さより高いため、この時の、第１軸体１
１１が第１回転部材１３によって移動される距離は、空調装置１が非送風状態にあるとき
の、第１軸体１１１が第１回転部材１３によって移動される距離より大きい。第１回転部
材１３と第１軸体１１１と本体１０は、より緊密に固定される。これにより、遮蔽ユニッ
ト１１の遮蔽板１１０は、第１駆動部材１５の作用で第１軸体１１１を軸として回転する
。
【００３７】
　また、第２回転部材１４の第２当接部１４２が第２位置決めユニット１２２の第２エリ
ア１２２２から第３エリア１２２３へ移動して当接されるため、第２回転部材１４の第２
接続部１４３は、第２軸体１１２の一端から離脱することになる。同時に、第２軸体１１
２も、第２受容孔１０２の第２弾性部１０４の作用で第２受容孔１０２から離脱すること
になる。言い換えれば、遮蔽ユニット１１の第２軸体１１２は、本体１０から離脱するこ
とになる。
【００３８】
　本実施例において、第１回転部材１３が第１方向D１に沿って遮蔽ユニット１１を連動
回転させる範囲は、０～９０度である。これにより、空調装置１から送出された温風が下
へ吹くため、冷風が排除されることになる。
【００３９】
　本実施例において、第１駆動部材１５が、第１当接部１３２が第１位置決めユニット１
２１の第３エリア１２１３内に当接するまで、第１回転部材１３を駆動回転させ、かつ、
第２駆動部材１６が、第２当接部１４２が第２位置決めユニット１２２の第１エリア１２
２１内に当接するまで、第２回転部材１４を駆動回転させる時、第１回転部材１３は、遮
蔽ユニット１１から離脱し、第２回転部材１４は、遮蔽ユニット１１の前後方向の他側部
に固定されると共に、第２方向D２に沿って遮蔽ユニット１１を連動回転させ本体１０の
開口部１００から露出させる。この時、空調装置１は、冷房運転モードにある。すなわち
、空調装置１は、第２方向D２に沿って、打開遮蔽ユニット１１の遮蔽板１１０を開き、
開口部１００から露出して冷風を送出する。このうち、第１方向D１と第２方向D２は、互
いに逆方向である。
【００４０】
　具体的には、この時、第２回転部材１４の第２接続部１４３は、第２軸体１１２の一端
に当接されると共に、第２軸体１１２の他端を押し動かして第２受容孔１０２に進入させ
ながら、第２弾性部１０４に当接される。このうち、第２位置決めユニット１２２の第２
エリア１２２２の高さは、第１エリア１２２１の高さより高いために、この時の、第２軸
体１１２が第２回転部材１４によって移動される距離は、空調装置１が非送風状態にある
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ときの、第２軸体１１２が第２回転部材１４によって移動される距離より大きい。第２回
転部材１４と第２軸体１１２と本体１０は、より緊密に固定される。これにより、遮蔽ユ
ニット１１の遮蔽板１１０は、第２駆動部材１６の作用で、第２軸体１１２を軸として回
転する。
【００４１】
　また、第１回転部材１３の第１当接部１３２が第１位置決めユニット１２１の第２エリ
ア１２１２から第３エリア１２１３へ移動して当接されるため、第１回転部材１３の第１
接続部１３３は、第１軸体１１１の一端から離脱することになる。同時に、第１軸体１１
１も、第１受容孔１０１の第１弾性部１０３の作用で、第１受容孔１０１から離脱するこ
とになる。言い換えれば、遮蔽ユニット１１の第１軸体１１１は、本体１０から離脱する
ことになる。
【００４２】
　本実施例において、第２回転部材１４が第２方向D２に沿って、遮蔽ユニット１１を連
動回転させる範囲は、０～４５度である。これにより、空調装置１から送出された冷風が
上へ吹くため、温風が排除されることになる。
【００４３】
　上述したように、本発明の好適な実施例にける空調装置は、第１駆動部材と、第１回転
部材と、第１弾性部材と、第１軸体と、第１受容孔とが、互いに対応し、第２駆動部材と
、第２回転部材と、第２弾性部材と、第２軸体と、第２受容孔とが、互いに対応する。こ
れにより、遮蔽ユニットの遮蔽板は、第１軸体に沿って回転することにより暖房運転を実
現し、さらに、第２軸体に沿って回転することにより冷房運転を実現する。このようにし
て、遮蔽板は、送風過程中に常に一方方向に送風するため、遮蔽ユニットが送風過程中に
おける漏洩を回避することができる。
【００４４】
　また、本発明の好適な実施例における空調装置は、その第１駆動部材と第２駆動部材が
、それぞれ第１方向または第２方向に沿って、遮蔽ユニットを連動回転させることにより
、空調装置が暖房運転モード時と冷房運転モード時に、異なる送風方向と送風角度を有す
ることができる。このうち、空調装置が暖房運転モード時の送風角度範囲は、０～９０度
で、冷房運転モード時の送風角度は、０～４５度である。したがって、空調装置の暖房運
転モード時と冷房運転モード時の効率を向上することができる。
【００４５】
　以上、本発明の実施例を図面を参照して詳述してきたが、具体的な構成は、これらの実
施例に限られるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲の設計変更などがあっても
、本発明に含まれる。
【産業上の利用可能性】
【００４６】
　本発明は以上詳細に説明したように、二つの軸体を切り替えることにより吹出口の調節
を行うことにより、温風や冷風が漏洩するのを防止できる空調装置として好適に用いられ
るものである。
【符号の説明】
【００４７】
１　空調装置
１０　本体
１１　遮蔽ユニット
１２　固定板
１３　第１回転部材
１４　第２回転部材
１５　第１駆動部材
１６　第２駆動部材
１７　第１弾性部材
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１８　第２弾性部材
１００　開口部
１０１　第１受容孔
１０２　第２受容孔
１０３　第１弾性部
１０４　第２弾性部
１１０　遮蔽板
１１１　第１軸体
１１２　第２軸体
１２０　貫通孔
１２１　第１位置決めユニット
１２２　第２位置決めユニット
１３１　第１貫通孔
１３２　第１当接部
１３３　第１接続部
１４１　第２貫通孔
１４２　第２当接部
１４３　第２接続部
１５１　第１ロッド体
１６１　第２ロッド体
１１０１　第１突出部
１１０２　第２突出部
１２１１、１２２１　第１エリア
１２１２、１２２２　第２エリア
１２１３、１２２３　第３エリア
Ｄ１　第１方向
Ｄ２　第２方向
Ｒ　領域
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